
3月5日、JA北いぶき青年部は妹背牛町麦集荷施設敷地内にスノーメッセージを作成しました

●第18回　JA北いぶき青年部通常総会 ―――――――――― 2
●第13回　JA北いぶき女性部通常総会 ―――――――――― 3
●就任挨拶
　北いぶき農業協同組合　青年部部長　神藤　武志さん ―― 4
　北いぶき農業協同組合　女性部部長　田村かなえさん ―― 4
●絆　～THE YOUTH FACE～ ――――――――――――― 5
●農事組合長会総会・第1回農事組合長会議 ―――――――― 6
●蔬菜類生産組合　通常総会 ―――――――――――――― 7
●ブロッコリー生産組合　通常総会 ――――――――――― 7
●シシトウ生産組合　通常総会 ――――――――――――― 8
●メロン生産組合　通常総会 ―――――――――――――― 8
●松永　徹さんが北海道指導農業士に認定されました ――― 9
●令和3年豊穣祈願祭・安全祈願祭並びに農業倉庫蔵開きを実施―― 9
●理事会報告 ―――――――――――――――――――― 10
●青年部沼田支部　通常総会 ――――――――――――― 11
●女性部沼田支部　通常総会 ――――――――――――― 12
●沼田町花卉生産組合　通常総会 ――――――――――― 12
●青年部沼田支部　新人研修 ――――――――――――― 13
●青年部妹背牛支部　通常総会 ―――――――――――― 13
●女性部妹背牛支部　通常総会 ―――――――――――― 14

●妹背牛町花生産組合　反省会 ―――――――――――― 14
●青年部妹背牛支部 「まちあかりNight」―――――――― 15
●女性部妹背牛支部　リングプルを寄贈 ―――――――― 15
●青年部秩父別支部　通常総会 ―――――――――――― 16
●女性部秩父別支部　通常総会 ―――――――――――― 16
●花卉生産組合秩父別支部　通常総会 ――――――――― 17
●女性部秩父別支部　フレッシュミズ　ヨガ講習会 ――― 17
●女性部秩父別支部　エルダー　部員研修 ――――――― 18
●職員向けコンプライアンス・メンタルヘルス研修 ――― 18
●職員動態 ――――――――――――――――――――― 18
●JAグループ通信 ―――――――――――――――――― 19
●JAバンクアプリ ―――――――――――――――――― 20
●JA共済マモルモア ――――――――――――――――― 22
●住宅等の建物修理に関するトラブルにご注意ください!―― 24
●三菱トラクター・耕うん機 管理機　春得キャンペーン―― 26
●ホクレン配達燃料油　盗難補償 ――――――――――― 27
●各種取扱手数料の新設のお知らせ ―――――――――― 28
●営業時間の変更のお知らせ ――――――――――――― 29
●PHOTOだより ――――――――――――――――――― 30

2021.3
No.109



左から、神藤武志さん、石井裕士さん、黒田直樹さん、土田翔平さん、楠本 学さん、長谷修幸さん、佐藤宏樹さん、日裏健二さん、林 徳彰さん

第18回

JA北いぶき
青年部通常総会

　

一
月
十
二
日
、
第
十
八
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部

通
常
総
会
が
書
面
議
決
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
事
務
局
に
よ
る
開
票
が
行
わ
れ
、
集
計
の

結
果
、
提
出
頂
い
た
全
員
の
賛
成
で
、
各
議
案
と
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
盟
友
の
皆
さ
ん
へ
報
告
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
三
年
度
の
役
員
新
体
制
は
次
の
と
お

り
で
す
。部　　

長　
　

神
藤
　
武
志
（
妹
背
牛
）

副
部
長　
　

石
井
　
裕
士
（
秩
父
別
）

副
部
長　
　

黒
田
　
直
樹
（
沼　

田
）

理　
　

事　
　

長
谷
　
修
幸
（
妹
背
牛
）

理　
　

事　
　

楠
本
　
　
学
（
秩
父
別
）

理　
　

事　
　

土
田
　
翔
平
（
沼　

田
）

代
表
監
事　
　

佐
藤
　
宏
樹
（
秩
父
別
）

監　
　

事　
　

日
裏
　
健
二
（
妹
背
牛
）

監　
　

事　
　

林
　
　
徳
彰
（
沼　

田
）
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前列左から、加藤早苗さん、田村かなえさん、戸村千代美さん
後列左から、鷲尾知美さん、大西美香さん、宮本こずえさん、安藤聡美さん、田村小百合さん、川田章美さん

第13回

JA北いぶき
女性部通常総会

　

二
月
五
日
、
第
十
三
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
通

常
総
会
が
書
面
議
決
に
て
執
り
行
わ
れ
、
提
出
頂
い

た
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、
各
議
案
と
も
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
日
に
は
令
和
二
年
度
役
員
に
よ
り
議
決

書
に
同
封
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
、
そ
の
回
答
書
を
合
わ
せ
て
部
員
の
皆
さ
ん
へ
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
三
年
度
の
役
員
新
体
制
は
次
の
と
お

り
で
す
。部　　

長　
　

田
村
か
な
え
（
妹
背
牛
）

副
部
長　
　

戸
村
千
代
美
（
秩
父
別
）

副
部
長　
　

加
藤
　
早
苗
（
沼　

田
）

理　
　

事　
　

田
村
小
百
合
（
妹
背
牛
）

理　
　

事　
　

安
藤
　
聡
美
（
秩
父
別
）

理　
　

事　
　

鷲
尾
　
知
美
（
沼　

田
）

監　
　

事　
　

川
田
　
章
美
（
妹
背
牛
）

監　
　

事　
　

宮
本
こ
ず
え
（
秩
父
別
）

監　
　

事　
　

大
西
　
美
香
（
沼　

田
）
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第
十
八
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
通

常
総
会
に
お
い
て
、
私
が
部
長
の
大
役

を
預
か
る
事
と
な
り
、
大
変
光
栄
で
あ

る
と
共
に
そ
の
責
務
に
重
責
を
感
じ
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
様

な
職
務
を
務
め
ら
れ
る
の
も
、
諸
先
輩

方
、
各
関
係
機
関
、
関
係
団
体
の
皆
様

の
ご
指
導
、ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、

皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
、
こ
の

場
を
お
借
り
致
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
少
雪
に

よ
り
融
雪
が
進
み
春
作
業
は
順
調
に
進

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
六
月
以
降
雨

は
比
較
的
降
っ
た
も
の
の
若
干
の
干

ば
つ
傾
向
で
、
気
象
変
化
の
極
端
な
年

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
気
象
条

件
が
あ
っ
た
も
の
の
、
基
幹
作
物
で
あ

る
水
稲
に
お
い
て
は
北
空
知
作
況
指
数

「
一
〇
七
」、
低
タ
ン
パ
ク
比
も
高
く
平

年
作
以
上
の
結
果
で
、
生
産
者
と
し
て

は
豊
作
を
実
感
で
き
る
年
と
な
り
ま
し

た
。

　

農
業
情
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、
や
は

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

大
き
い
年
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
外

出
自
粛
等
で
外
食
産
業
・
観
光
業
の
停

滞
が
起
こ
り
、
農
畜
産
物
の
需
要
が
減

退
し
価
格
の
低
下
を
招
く
年
と
な
り
ま

し
た
。
更
に
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

が
泥
沼
化
し
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
間

で
交
わ
し
た
貿
易
協
定
が
不
透
明
と
な

り
、
方
向
性
が
見
通
せ
な
く
な
っ
た
状

況
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
我
々
農
業
者
が
置
か

れ
て
い
る
環
境
は
急
激
に
変
わ
る
可
能

性
が
あ
る
中
、
消
費
者
に
安
心
・
安
全

な
農
畜
産
物
を
安
定
供
給
す
る
と
共

に
、
地
域
社
会
を
支
え
る
基
幹
産
業
の

担
い
手
と
し
て
農
地
が
持
つ
機
能
を
維

持
し
て
い
き
、
地
域
農
業
を
守
り
未
来

に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
が
設
立
さ
れ

十
八
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
来
年
は
設
立
二
十
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
ま
す
。
今
一
度
、
我
々
が
行
っ

て
い
る
組
織
活
動
と
向
き
合
い
、
よ
り

良
い
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
未
来

の
青
年
部
へ
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
我
々
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層

の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
組
合
員
の
皆
様
に
は
女
性

部
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
深
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

第
十
三
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
通

常
総
会
に
て
、
部
長
と
い
う
大
役
を
拝

命
致
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

意
見
、
ご
指
導
賜
り
な
が
ら
、
共
に
選

ば
れ
た
役
員
と
一
年
間
務
め
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

例
年
で
す
と
通
常
総
会
に
お
い
て
、

皆
様
の
前
で
就
任
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
皆
様
の
「
安
心
・
安
全
」
を

第
一
に
考
え
、
書
面
議
決
で
の
開
催
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
春
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
前

年
度
を
上
回
る
収
量
と
品
質
に
な
り
、

豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
年
々
地
球
の
温
暖
化
が

進
み
天
候
に
左
右
さ
れ
、
安
定
し
た
農

業
経
営
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
若
い
後
継
者
の
方
々
が

最
新
機
器
を
取
り
入
れ
、
新
た
な
手
法

を
用
い
て
農
業
に
向
き
合
っ
て
い
る
こ

と
は
明
る
い
話
題
だ
と
思
い
ま
す
。
後

継
者
の
方
々
を
応
援
す
る
意
味
で
も
、

「
安
心
・
安
全
」
な
作
物
を
届
け
る
そ

の
一
念
と
共
に
、
楽
し
み
な
が
ら
農
業

が
で
き
る
仲
間
を
増
や
し
、
女
性
な
ら

で
は
の
力
添
え
が
出
来
る
よ
う
に
励
ん

で
参
り
ま
す
。

　

女
性
部
活
動
に
お
き
ま
し
て
は
、
Ｊ

Ａ
北
い
ぶ
き
全
体
で
部
員
減
少
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
も
各
支
部
に

お
い
て
部
員
加
入
推
進
を
進
め
な
が

ら
、女
性
部
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、

地
域
の
人
た
ち
と
も
連
携
し
た
活
動
を

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
を
は
じ

め
と
す
る
各
関
係
機
関
の
皆
様
よ
り
ご

支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
、
女
性
部
活
動

へ
よ
り
一
層
ご
理
解
を
頂
き
ま
す
こ
と

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
挨
拶

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

青
年
部
　
部
長

神
　
藤
　
武
　
志

就
任
挨
拶

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

女
性
部
　
部
長

田
　
村
　
か
な
え
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〜 THE YOUTH FACE 〜
　
子
ど
も
の
頃
か
ら
両
親
の
仕

事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
か
ら
農
業
を
仕
事
に
し
て

い
き
た
い
と
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
一
度
は
町
外
で

就
職
を
し
ま
し
た
。
そ
の
就
職

先
で
「
も
の
づ
く
り
」
の
楽
し

さ
を
知
り
、
自
分
自
身
で
一
か

ら
「
も
の
づ
く
り
」
を
し
て
み

た
い
と
思
い
、
実
家
へ
戻
り
就

農
。
農
作
業
を
し
て
い
く
中
で

農
業
の
楽
し
さ
を
知
り
、
農
家

が
私
に
と
っ
て
の
天
職
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
に
入
り
父
か
ら
私

へ
経
営
移
譲
し
た
ば
か
り
で
、

様
々
な
壁
に
当
た
り
、
苦
労
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
苦
労
を
楽
し
み
、
糧
に
し
な
が

ら
よ
り
良
い
農
産
物
を
作
る
こ
と
を
目
指

し
、今
後
の
営
農
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

　
青
年
部
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地

域
内
外
の
先
輩
や
後
輩
と
多
く
の
交
流
を

図
る
こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら
し
い
環
境
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

交
流
を
通
じ
、
新
し
い
技
術
や
そ
の

時
々
の
作
物
の
様
子
を
語
り
合
う
こ
と
は

良
い
刺
激
で
あ
り
、
明
日
へ
の
活
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
場
を
、
後
輩
た
ち
に
残
し
て
い
け
る
よ

う
、
今
後
と
も
青
年
部
活
動
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
経
営
移
譲
し
た
ば
か
り
で
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
の
多
い
身
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
立

派
な
経
営
者
と
し
て
家
族
を
支
え
ら
れ
る

農
家
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、

少
し
で
も
家
族
へ
の
負
担
を
減
ら
せ
る
よ

う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど
を

導
入
し
て
い
き
、
よ
り
良
い
作
物
を
作
れ

る
よ
う
な
農
家
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
家
族
が
増
え
て
い
く
予
定
な

の
で
、
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
夫
婦
円

満
で
将
来
へ
の
タ
ス
キ
を
気
持
ち
よ
く
渡

せ
る
よ
う
に
粉
骨
砕
身
の
気
持
ち
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤岡　誠さん
秩父別地区・稲豊農事組合

作付品目
水稲・小麦・大豆・花卉

女性部・青年部合同の秩父別産米販促活動（令和元年）

農
家
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け

農
業
を
共
に
行
う
家
族
へ

青
年
部
で
の
活
動
で
得
た
も
の

春作業に向けて除雪を行う藤岡さん

水稲種の仕分作業
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一
月
十
八
日
、
沼

田
町
ま
ち
な
か
ほ
っ

と
タ
ウ
ン
に
て
、
農

事
組
合
長
会
総
会
・

第
一
回
農
事
組
合
長

会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

農
事
組
合
長
会
総

会
で
は
、
今
年
度
の

主
要
行
事
計
画
が
報

告
さ
れ
た
他
、
役
員

の
選
出
・
互
選
が
行

わ
れ
、
会
長
に
松
原

利
浩
さ
ん
（
沼
田
）、

副
会
長
に
石
塚
浩
史

さ
ん
（
秩
父
別
）、
加

藤
学
さ
ん
（
妹
背
牛
）

を
選
任
。
ま
た
、
令

和
三
年
度
の
視
察
研

修
の
開
催
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
第
一
回

農
事
組
合
長
会
議
で

は
、Ｊ
Ａ
よ
り
令
和
三

年
産
米
「
生
産
の
目

安
」
の
設
定
や
各
種

取
り
ま
と
め
、
令
和

三
年
度
水
稲
・
畑
作

面
積
調
査
の
実
施
に

つ
い
て
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農事組合長会総会・第1回農事組合長会議

妹背牛地区

沼田地区

秩父別地区

地
区 農事名 氏　名 全体

妹

背

牛

妹背牛南 佐々木亮太

妹背牛中央 長谷　裕司 幹　事

妹背牛北 加藤　　学 副会長

秩

父

別

日 の 出 遠藤　大亮

穂 栄 石塚　浩史 副会長

北 新 戸村　哲也

稲 豊 山森　　誠 幹　事

沼

田

沼田中部 姜　　甲晋

沼田西部 松原　利浩 会　長

沼田東部西 杉森　　豊 幹　事

沼田東部東 高橋　俊彦

令和3年度

農事組合長会名簿
（敬称略）
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昨
年
十
二
月
十
四
日
、
蔬
菜
類
生
産

組
合
（
眞
島
秀
樹
組
合
長
）
は
、
本
所

中
会
議
室
に
て
通
常
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

眞
島
組
合
長
挨
拶
で
は
、
令
和
二
年

度
の
販
売
実
績
が
前
年
比
一
一
〇
％
を

記
録
し
た
事
を
喜
び
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
へ
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
総
会
で
は
、
長
ネ
ギ
生

産
者
の
野
菜
類
部
会
加
入
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
、
松
永
徹
さ
ん
（
北
新
）
が
蔬

菜
類
生
産
組
合
野
菜
類
部
会
に
加
入
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
令
和
二
年
度
の
事

業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
・
監
査
報

告
、
令
和
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）・

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
滞
り
な
く
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
生
産
組
合
（
谷
水
敏
和
組
合
長
）

は
、
本
所
中
会
議
室
に
て
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

谷
水
組
合
長
挨
拶
後
、
議
事
は
滞
り

な
く
進
行
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、共
励
会
受
賞
者（
一
〇
〇
〇

ケ
ー
ス
以
上
の
出
荷
且
つ
特
秀
品
率
が

高
か
っ
た
方
）と
し
て
宮
田
茂
樹
さ
ん
、

株
式
会
社
に
し
や
、
谷
水
敏
和
さ
ん
、

植
田
孝
典
さ
ん
、
山
森
正
巳
さ
ん
、
特

別
賞
と
し
て
北
守
智
彦
さ
ん
、
岡
嶋
栄

也
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

出
荷
奨
励
対
策
に
つ
い
て
は
遠
藤
大
亮

さ
ん
、
植
田
孝
典
さ
ん
、
株
式
会
社
に

し
や
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
根
こ
ぶ
病
対

策
緑
肥
の
試
験
事
例
と
し
て
、
眞
島
秀

樹
さ
ん
よ
り
、
眞
島
さ
ん
の
圃
場
を
試

験
圃
と
し
た
調
査
傾
向
に
つ
い
て
、
普

及
セ
ン
タ
ー
の
資
料
と
共
に
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

表彰される株式会社にしや

蔬
菜
類
生
産
組
合 

通
常
総
会

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合 

通
常
総
会

議長を務める眞島組合長

開会挨拶時の谷水組合長
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昨
年
十
二
月
十
八
日
、
シ
シ
ト
ウ
生

産
組
合
（
杉
原
憲
行
組
合
長
）
は
、
妹

背
牛
支
所
大
ホ
ー
ル
に
て
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
令
和
二
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
・
監
査
報
告
、
令
和
三
年
度

の
事
業
計
画
（
案
）、収
支
予
算
（
案
）、

会
費
の
賦
課
徴
収
等
、
全
て
滞
り
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
二
年
度
の
営
農
を
振

り
返
り
、
次
年
度
へ
向
け
た
反
省
会
を

行
い
ま
し
た
。
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や

防
虫
ネ
ッ
ト
の
効
果
的
な
使
用
、
ハ
ウ

ス
内
の
温
度
管
理
に
つ
い
て
、
生
産
者

皆
さ
ん
で
活
発
な
意
見
交
換
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
十
五
日
、

メ
ロ
ン
生
産
組
合
（
松
永

徹
組
合
長
）
は
、
本
所
三

階
中
会
議
室
に
て
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
販
売
実
績

報
告
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
を
含
む
宅
配

注
文
分
販
売
額
が
前
年
比

一
一
三
％
を
記
録
し
、
さ

ら
に
加
工
用
メ
ロ
ン
を
含

む
全
体
の
販
売
額
は
前
年

対
比
一
二
四
％
と
喜
ば
し

い
実
績
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
議
事
で
は
松

永
組
合
長
が
議
長
を
務

め
、
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

シ
シ
ト
ウ
生
産
組
合  

通
常
総
会

メ
ロ
ン
生
産
組
合 

通
常
総
会

開催の挨拶をする杉原組合長
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二
月
十
五
日
、
空
知

総
合
振
興
局
に
て
北
海

道
指
導
農
業
士
・
北
海

道
農
業
士
称
号
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
松
永
徹
さ

ん
（
秩
父
別
地
区
・
北

新
）
が
北
海
道
指
導
農

業
士
と
し
て
北
海
道
よ

り
認
定
証
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

北
海
道
指
導
農
業
士

と
は
、
北
海
道
農
業
の

発
展
と
地
域
社
会
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
次
代
の
担
い
手

へ
指
導
、
助
言
、
協
力

し
育
成
す
る
役
割
が
期

待
さ
れ
る
優
れ
た
農
業

者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
今
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
若
手
農
業
者

た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
指
導

農
業
士
・
農
業
士
と
共

に
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

豊
穣
祈
願
祭
・
安
全
祈
願
祭

　

一
月
六
日
、
本
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に

て
令
和
三
年
豊
穣
祈
願
祭
並
び
に
安
全

祈
願
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
が
、
組
合
員
の
皆
様
が
大
過
無

く
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
実
り
多
い
豊
か

な
秋
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
出
席
者
一

同
神
前
に
手
を
合
わ
せ
祈
願
し
ま
し

た
。

蔵

開

き

　

一
月
十
二
日
、
沼
田
支
所
第
十
六
号

倉
庫
内
に
て
常
勤
役
員
・
関
係
職
員
が

出
席
し
、
本
年
の
農
産
物
の
豊
作
と
農

作
業
の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
、
農
業

倉
庫
蔵
開
き
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

篠
田
組
合
長
の
挨
拶
で
は
、
昨
年
コ

ロ
ナ
禍
で
の
カ
ン
ト
リ
ー
操
業
を
大
過

な
く
終
え
た
こ
と
へ
関
係
職
員
に
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
参
加

し
た
役
職
員
一
同
で
本
年
の
出
来
秋

と
、
施
設
操
業
・
倉
庫
事
業
で
の
無
事

故
、
ま
た
消
費
者
の
皆
様
へ
「
安
心
・

安
全
」
で
美
味
し
い
農
産
物
を
提
供
で

き
る
こ
と
を
祈
願
致
し
ま
し
た
。

報告のため来組された松永徹さん（左）とJA篠田組合長（右）

役職員一同、今年の豊作と安全を祈願致しました

松
永　
徹
さ
ん
が

北
海
道
指
導
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

令
和
三
年
豊
穣
祈
願
祭
・
安
全
祈
願
祭

並
び
に
農
業
倉
庫
蔵
開
き
を
実
施
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第
十
一
回
理
事
会
〈
十
二
月
二
十
三
日

付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
度
事
業
収
支
見
込
（
十
一

月
末
基
準
）
に
つ
い
て

○
ホ
ク
レ
ン
令
和
三
年
度
新
採
用
職
員

の
農
協
実
習
に
つ
い
て

○
農
事
組
合
別
組
合
員
・
女
性
部
と
の

懇
談
会
に
係
る
意
見
・
要
望
等
の
対

応
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
令
和
二
年
度
特
定
組
合
員
の
ク
ミ
カ

ン
収
支
実
績
に
つ
い
て

○
長
期
資
金
の
貸
出
し
状
況
に
つ
い
て

○
担
保
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
令
和
三
年
営
農
計
画
書
審
査
方
針
に

つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
二
年
度
畑
作
経
営
所
得
安
定
対

策
に
係
る
仮
渡
金
の
実
施
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
産
米
の
「
生
産
目
安
」
の

設
定
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
令
和
二
年
度
農
薬
大
口
引
取
奨
励
実

績
に
つ
い
て

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
一

月
末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

特
定
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

北
海
道
農
業
協
同
組
合
（
道
常
例
検

査
）
の
検
査
結
果
、
並
び
に
指
摘
事

項
改
善
・
対
応
状
況
等
の
回
答
に
つ

い
て

議
案
第
三
号

　
「
職
員
就
業
規
則
」、
並
び
に
「
準
職

員
就
業
規
則
」
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
議
案
第
四
号

　

育
児
及
び
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

福
利
厚
生
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
議
案
第
六
号

　

災
害
対
策
計
画
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
議
案
第
七
号

　

出
資
金
の
譲
渡
並
び
に
減
口
に
つ
い

て
議
案
第
八
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
付
け

の
承
認
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て

第
十
二
回
理
事
会〈
一
月
二
十
八
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

監
事
会

○
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

内
部
監
査
室

○
令
和
元
年
産
大
豆
共
同
計
算
、
並
び

に
令
和
元
年
産
麦
共
同
計
算
の
精
算

に
つ
い
て

管
理
本
部

○
主
要
行
事
予
定
に
つ
い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
、
出
資
金
の

譲
渡
等
の
申
し
出
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
度　

役
員
報
酬
に
か
か
わ

る
答
申
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
度　

経
営
定
期
点
検
実
施

結
果
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
度　

経
営
監
査
報
告
書
に

つ
い
て

○
令
和
三
年
度
会
計
監
査
人
の
報
酬
額

に
つ
い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
定
期
報
告
に
つ

い
て

○
職
制
規
程
（
職
務
権
限
表
）
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度
採
用
職
員
内
定
者
に
つ

い
て

○
職
員
の
動
向
等
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○
令
和
二
年
度
ク
ミ
カ
ン
収
支
状
況
の

報
告
並
び
に
特
定
組
合
員
の
収
支
実

績
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
度
広
域
共
済
推
進
要
領
の

設
定
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
三
年
度
北
い
ぶ
き
農
事
組
合

長
、
農
協
青
年
部
・
女
性
部
の
新
役

員
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
産
大
豆
・
小
麦
の
共
同
計

算
精
算
払
い
結
果
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
産
イ
エ
ス
ク
リ
ー
ン
米
・

農
薬
節
減
米
使
用
農
薬
体
系
に
つ
い

て
購
買
施
設
事
業
本
部

○
令
和
三
年
度
農
薬
大
口
引
取
奨
励
対

策
に
つ
い
て

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
二

月
末
）
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
決
算
・
総
代
会
等
主
要
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

理
事
会
報
告
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○
令
和
二
年
度
事
業
収
支
決
算
見
込
み

（
十
二
月
末
現
在
）
並
び
に
、
令
和

二
年
度
事
業
・
剰
余
金
処
分
（
事
業

分
量
配
当
金
）
の
対
応
に
つ
い
て

○
第
七
次
地
域
農
業
振
興
計
画
（
地
域

農
業
の
現
状
と
課
題
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

令
和
二
年
度
決
算
手
当
の
支
給
に
つ

い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
元
年
産
米
穀
共
同
計
算
精
算
に

係
る
監
事
監
査
結
果
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

共
同
計
算
要
領
の
制
定
お
よ
び
米
穀

共
同
計
算
要
領
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

自
動
車
運
行
管
理
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

規
程
類
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
七
号

　

令
和
三
年
度
内
部
監
査
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

議
案
第
八
号

　

令
和
三
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

　

北
海
道
農
業
近
代
化
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
評
議
員
の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
十
号

　

花
卉
生
産
者
等
へ
の
灯
油
等
特
別
価

格
奨
励
の
対
応
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　

出
資
金
の
譲
渡
、
並
び
に
減
口
に
つ

い
て

議
案
第
十
二
号

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

　

昨
年
十
二
月
十
四
日
、
青
年
部
沼
田

支
部
（
林
徳
彰
支
部
長
）
は
沼
田
町
ま

ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
、
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

林
支
部
長
挨
拶
後
、
退
任
役
員
の
岡

田
和
久
さ
ん
（
沼
田
東
部
西
）
へ
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
桝

田
浩
孝
さ
ん
（
沼
田
西
部
）
を
議
長
に

選
任
し
、
議
事
を
進
行
。
滞
り
な
く
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
よ
り
新
支
部
長
と
な
る

黒
田
副
支
部
長
か
ら
は
、「
事
業
自
粛

が
続
く
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
次
年

度
は
、
今
年
の
経
験
を
糧
に
、
限
ら
れ

た
中
で
„
で
き
る
こ
と
＂
を
絞
り
出
し
、

事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
三
年
度
の
役
員
新
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。

支
部
長　

黒
田
　
直
樹
（
沼
田
中
部
）

副
支
部
長　

土
田
　
翔
平
（
沼
田
東
部
東
）

理　

事　

中
村
　
敏
光
（
沼
田
東
部
東
）

理　

事　

山
岡
凌
太
郎
（
沼
田
東
部
西
）

理　

事　

下
保
　
祐
樹
（
沼
田
中
部
）

理　

事　

岩
渕
　
佑
介
（
沼
田
東
部
西
）

理　

事　

堀
　
　
祐
介
（
沼
田
西
部
）

理　

事　

黒
田
　
亮
太
（
沼
田
東
部
西
）

代
表
監
事　

林
　
　
徳
彰
（
沼
田
中
部
）

監　

事　

長
原
　
慎
司
（
沼
田
中
部
）

青
年
部
沼
田
支
部 

通
常
総
会

令和３年度新役員の皆さん
制限のあった令和２年度事業での
コロナ禍の影響について語る林支部長
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一
月
二
十
七
日
、
女
性
部
沼
田
支
部

（
岡
田
久
恵
支
部
長
）
は
、
沼
田
町
ま

ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

岡
田
支
部
長
挨
拶
で
は
、
昨
年
を
振

り
返
り
コ
ロ
ナ
禍
で
の
不
自
由
な
活
動

制
限
の
中
、
部
員
の
皆
さ
ん
よ
り
実
施

の
期
待
が
持
て
る
事
業
案
な
ど
、
活
発

な
意
見
を
頂
い
た
こ
と
へ
感
謝
を
伝
え

ま
し
た
。

　

議
長
に
渡
辺
美
佐
恵
さ
ん
（
沼
田
中

部
）
を
選
任
し
議
事
を
進
行
。
役
員
改

選
を
含
め
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
二
年
度
事
業
の
役
員
研

修
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
「
令
和
三
年
度
の
役
員
研
修
を
合

同
で
実
施
で
き
な
い
か
」
等
、
活
発
に

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
三
年
度
の
役
員
新
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。

支
部
長　

加
藤
　
早
苗（
沼
田
東
部
西
）

副
支
部
長　

鷲
尾
　
知
美（
沼
田
中
部
）

理　

事　

大
西
　
美
香（
沼
田
東
部
東
）

監　

事　

込
山
　
綾
乃（
沼
田
東
部
東
）

監　

事　

沼
本
　
　
綾（
沼
田
東
部
西
）

　

昨
年
十
二
月
九
日
、
沼
田
町
花
卉
生

産
組
合
（
室
田
健
一
組
合
長
）
は
、
沼

田
町
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
、

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

組
合
長
挨
拶
で
は
、「
令
和
二
年
度

は
花
卉
需
要
で
あ
る
冠
婚
葬
祭
が
自
粛

傾
向
と
な
っ
た
為
、
春
か
ら
不
安
を
抱

き
な
が
ら
の
農
作
業
と
な
っ
た
」
と
、

生
産
者
と
し
て
の
一
年
間
を
振
り
返
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
販
売
実
績

で
は
元
気
村
花
き
生
産
組
合
と
し
て
過

去
三
番
目
と
な
る
販
売
高
を
記
録
し
、

安
心
し
て
次
年
度
の
営
農
・
組
織
活

動
が
で
き
る
と
ホ
ッ
と
し
た
様
子
で
し

た
。

　

ま
た
、令
和
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）

で
は
令
和
二
年
度
よ
り
引
き
続
き
、
販

売
目
標
額
二
億
七
千
万
円
を
掲
げ
、
一

戸
当
た
り
売
上
五
〇
万
円
増
を
目
指
す

た
め
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ
目
揃
会
や

講
習
会
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
露
地

栽
培
や
温
床
後
の
有
効
活
用
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

女
性
部
沼
田
支
部 

通
常
総
会

令和３年度新役員の皆さん
令和２年度の事業について
振り返る岡田支部長

沼
田
町
花
卉
生
産
組
合 

通
常
総
会組合員の皆さんへ感謝を伝える

室田組合長
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二
月
二
十
六
日
、
青
年
部
沼
田
支
部

（
黒
田
直
樹
支
部
長
）
は
、
新
入
部
員

へ
向
け
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
入
部
さ
れ
た
谷
水
虹
太
さ
ん

（
沼
田
西
部
）
へ
、
ま
ち
な
か
ほ
っ
と

タ
ウ
ン
に
て
青
年
部
の
各
事
業
を
写
真

と
と
も
に
紹
介
。
支
部
役
員
の
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
沼
田
町
民
体
育
館
で
先
輩

部
員
た
ち
と
の
顔
合
わ
せ
を
兼
ね
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
目
隠
し
を
し
た
状
態

で
気
配
を
頼
り
に
ウ
レ
タ
ン
の
剣
で
相

手
を
斬
る
「
気
配
斬
り
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
目
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
十
五
日
、
青
年
部
妹
背

牛
支
部
（
日
裏
健
二
支
部
長
）
は
妹
背

牛
支
所
大
ホ
ー
ル
に
て
、
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

日
裏
支
部
長
挨
拶
で
は
、
総
会
は
一

年
を
振
り
返
り
、
次
年
度
へ
繋
げ
る
場

と
し
て
、
営
農
・
青
年
部
事
業
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、議
長
に
伊
藤
達
矢
さ
ん（
妹

背
牛
中
央
）
を
選
任
し
、議
事
を
進
行
。

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
会
の
途
中
で
は
妹
背
牛
支
部
の

活
動
ビ
デ
オ
を
放
送
し
、
過
去
十
年
の

活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
年
度
で
退
部
さ
れ
る
寺

崎
伊
織
さ
ん
（
妹
背
牛
南
）、
石
田
和

利
さ
ん
（
妹
背
牛
南
）、
伊
藤
達
矢
さ

ん
（
妹
背
牛
中
央
）
へ
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
な
お
、
令
和
三
年
度
の
役

員
新
体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

支
部
長　

神
藤
　
武
志（
妹
背
牛
北
）

副
支
部
長　

長
谷
　
修
幸（
妹
背
牛
南
）

上
席
理
事　

大
井
　
基
生（
妹
背
牛
中
央
）

理　
　

事　

寺
崎
　
裕
基（
妹
背
牛
南
）

理　
　

事　

中
谷
　
省
吾（
妹
背
牛
中
央
）

代
表
監
事　

日
裏
　
健
二（
妹
背
牛
北
）

監　
　

事　

長
谷
　
国
蔵（
妹
背
牛
中
央
）

（
敬
称
略
）

青
年
部
沼
田
支
部 

新
人
研
修

大盛り上がりの「気配斬り」でした

青
年
部
妹
背
牛
支
部 

通
常
総
会

令和３年度新役員の皆さん
令和２年度を振り返る
日裏支部長

研修前に自己紹介をする谷水虹太さん
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一
月
二
十
二
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支

部
（
田
村
か
な
え
支
部
長
）
は
、
妹
背

牛
支
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

田
村
支
部
長
挨
拶
後
、
議
長
に
山
本

美
恵
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）
を
選
任
し
議

事
を
進
行
し
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
は
予
定
し
て
い
た
事
業

の
中
止
が
相
次
ぎ
、
思
い
通
り
に
活
動

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
令
和
三

年
度
事
業
計
画
（
案
）
で
は
、
重
点
方

針
に
「
北
い
ぶ
き
女
性
部
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
積
極
的
に
女
性
部
の
対
外
活

動
に
参
加
を
し
ま
す
」と
定
め
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
妹
背
牛
町

花
生
産
組
合
（
田
村
昌
之
組
合
長
）
は
、

妹
背
牛
支
所
に
て
、
反
省
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

田
村
組
合
長
挨
拶
後
、「
令
和
二
年

度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
」、「
賦

課
金
及
び
拠
出
金
の
徴
収
」、「
令
和
三

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
決
算
予
算

〈
案
〉」、「
妹
背
牛
町
花
生
産
組
合
規
約

の
改
定
」
に
つ
い
て
議
事
が
執
り
行
わ

れ
、全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組

合
作
成
の
資
料
を
基
に
、
令
和
二
年
度

の
気
象
経
過
、
花
卉
の
生
育
・
出
荷
状

況
、
主
要
品
目
の
病
害
虫
発
生
に
つ
い

て
振
り
返
り
ま
し
た
。
販
売
実
績
に
つ

い
て
は
、
一
部
ブ
ラ
イ
ダ
ル
品
目
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
を

受
け
や
す
く
、
厳
し
い
販
売
実
績
と

な
っ
た
も
の
の
、
圃
場
ロ
ス
や
障
害
発

生
が
少
な
か
っ
た
ス
タ
ー
チ
ス
・
シ
ヌ

ア
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
収
量
が
高
く
、

過
去
最
高
と
な
る
取
扱
高
を
記
録
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
妹
背
牛
支
部 

通
常
総
会

議長を務めた山本美恵さん 開会挨拶をする田村支部長

妹
背
牛
町
花
生
産
組
合  

反
省
会

議事を進行する田村組合長
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例
年
、
二
月
に
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
妹
背
牛
支
部
（
神
藤
武
志
支
部
長
）・

妹
背
牛
商
工
会
青
年
部
・
役
場
職
員
有

志
で
共
同
開
催
し
て
い
る
「
ス
ノ
フ
ェ

ス
」
を
、
今
年
は
規
模
を
縮
小
し
「
ま

ち
あ
か
り
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
」
と
し
て
二
月

十
三
日
に
開
催
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
妹
背
牛
支
所
前
の
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地
で
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
の
展
示
、
妹
背
牛
支
所
一
階
わ
か

ち
愛
ひ
ろ
ば
で
は
小
学
校
・
こ
ど
も
園

よ
り
提
供
頂
い
た
子
ど
も
た
ち
の
絵
を

展
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
午
後
六
時
に

は
妹
背
牛
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
町
内
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

二
月
八
日
、

女
性
部
妹
背
牛

支
部
（
田
村
か

な
え
支
部
長
）

は
、
妹
背
牛
町

社
会
福
祉
協
議

会
へ
約
二
十
二

㎏
の
リ
ン
グ
プ

ル
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

今
回
で
十
五

年
目
と
な
る
リ

ン
グ
プ
ル
の
寄

贈
事
業
で
す
が
、

車
い
す
へ
の
交

換
に
向
け
、
今

後
も
部
員
の
協

力
の
も
と
、
引

き
続
き
収
集
活

動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

青
年
部
妹
背
牛
支
部 

「
ま
ち
あ
か
り
Ｎ
ｉｇ
ｈ
ｔ
」日が暮れると綺麗なまちあかりになりました LED点灯のタワーも作成

女
性
部
妹
背
牛
支
部  

リ
ン
グ
プ
ル
を
寄
贈

リングプルの受渡しをする田村支部長（左）と中易会長（右）

消えないように注意しながらの点火作業
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昨
年
十
二
月
十
三
日
、
青
年
部
秩
父

別
支
部
（
佐
藤
宏
樹
支
部
長
）
は
本
所

中
会
議
室
に
て
、
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

佐
藤
支
部
長
挨
拶
で
は
「
今
年
度
は

部
員
や
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
中
で

活
動
に
制
限
が
あ
り
、
予
定
し
て
い
た

事
業
を
展
開
で
き
ず
青
年
部
と
し
て
寂

し
い
一
年
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
の
難
し
さ
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
藤
原
幹
也
さ
ん
（
稲
豊
）
を

選
任
し
、
議
事
を
進
行
。
令
和
三
年
度

の
目
標
を「
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

青
年
部
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
」、「
営
農
知

識
と
技
術
を
高
め
、
農
業
に
対
し
て
の

意
識
向
上
を
図
る
」
と
掲
げ
、
滞
り
な

く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
三
年
度
の
役
員
新
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。

支
部
長　

石
井
　
裕
士
（
稲　

豊
）

副
支
部
長　

楠
本
　
　
学
（
穂　

栄
）

理　

事　

田
丸
　
雅
統
（
北　

新
）

理　

事　

横
山
　
　
陵
（
日
の
出
）

理　

事　

鳥
潟
　
陽
一
（
北　

新
）

理　

事　

池
川
　
怜
汰
（
穂　

栄
）

代
表
監
事　

眞
島
　
祐
輔
（
日
の
出
）

監　

事　

藤
岡
　
　
誠
（
稲　

豊
）

　

一
月
二
十
八
日
、
女
性
部
秩
父
別
支

部
（
我
部
山
真
美
支
部
長
）
は
、
秩
父

別
本
所
に
て
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

我
部
山
支
部
長
挨
拶
で
は
、
昨
年
度

急
遽
の
実
施
と
な
っ
た
町
内
飲
食
店
へ

野
菜
を
寄
贈
し
た
事
業
に
つ
い
て
、「
好

評
で
、大
変
実
り
あ
る
活
動
に
な
っ
た
」

と
協
力
頂
い
た
部
員
の
皆
さ
ん
へ
感
謝

の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
議
長
に
岡
崎
恵
子
さ
ん

（
北
新
）
を
選
任
し
、
役
員
改
選
も
含

め
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
三
年
度
の
役
員
新
体
制

は
次
の
と
お
り
で
す
。

支
部
長　

戸
村
千
代
美
（
北　

新
）

副
支
部
長　

安
藤
　
聡
美
（
稲　

豊
）

監　

事　

宮
本
こ
ず
え
（
日
の
出
）

監　

事　

我
部
山
真
美
（
北　

新
）

青
年
部
秩
父
別
支
部 

通
常
総
会

女
性
部
秩
父
別
支
部 

通
常
総
会

令和３年度新役員の皆さん 佐藤支部長

令和３年度新役員の皆さん 我部山支部長
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昨
年
十
二
月
四
日
、
花
卉
生
産
組
合

秩
父
別
支
部
（
我
部
山
豊
春
支
部
長
）

は
、
本
所
三
階
中
会
議
室
に
て
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

我
部
山
支
部
長
挨
拶
で
は
、
ブ
ラ
イ

ダ
ル
関
連
の
品
種
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
強
く
、
来
年
度
は
そ
の

影
響
を
見
込
ん
だ
よ
り
精
度
の
高
い
作

付
計
画
の
作
成
を
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
販
売
実
績
に

お
い
て
は
、
秩
父
別
支
部
で
三
年
連
続

と
な
る
一
億
円
を
超
え
る
販
売
額
を
記

録
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
我
部
山
支
部
長
が
議
長

を
務
め
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
十
二
月
十
日
、
女
性
部
秩
父
別

支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
藤
岡
幸
恵
会

長
）
は
、
ヨ
ガ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
、
講
師
に
は
秩
父
別
町
在
住

で
自
宅
や
沼
田
町
な
ど
に
出
張
レ
ッ
ス

ン
も
行
っ
て
い
る
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
中
原
晴
子
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
マ
ス
ク
を
着
用
し
な
が
ら

の
ヨ
ガ
と
な
り
ま
し
た
が
、
ゆ
っ
く
り

と
体
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
深
い
呼
吸
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
な
く
心
も

体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

様々なポーズで体をリラックスさせていきます

花
卉
生
産
組
合
秩
父
別
支
部  

通
常
総
会

営農を振り返る我部山支部長

女
性
部
秩
父
別
支
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ 

ヨ
ガ
講
習
会
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昨
年
十
二
月
八
日
か
ら
九
日
、
女
性

部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー
（
北
守
公
子

会
長
）
は
秩
父
別
温
泉
ち
っ
ぷ
・
ゆ
う

＆
ゆ
に
て
部
員
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
秩
父
別
町
役
場
保
健

師
の
宮
武
主
幹
と
管
理
栄
養
士
の
赤
松

氏
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

　

宮
武
主
幹
よ
り
認
知
症
予
防
対
策
に

つ
い
て
、
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
相
手

に
勝
つ
ゲ
ー
ム
や
左
右
の
手
で
異
な
る

動
き
を
す
る
「
脳
ト
レ
」
を
行
い
、
そ

の
後
、
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
認
知

症
予
防
に
つ
い
て
学
び
、
赤
松
氏
か
ら

は
、
認
知
症
予
防
に
効
果
的
な
食
生
活

に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
を
用
い
て
解
説
頂

き
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
二
日
、
本
所
三
階
大
ホ
ー

ル
に
て
全
職
員
を
対
象
と
し
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
向

上
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
策
等
を

図
る
た
め
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
講
師

に
は
株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ロ
ー
森
順

子
氏
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
代
表
的
な
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
、
ま
た
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
は
主
に
セ
ル
フ
ケ
ア

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
講
義
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
他
、Ｊ
Ａ
か
ら
も
災
害
対
策
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
等
）
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
体
調
不
良
者
発
生
時

の
対
応
や
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
・
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
、
組
織
活
動
で

の
注
意
点
に
つ
い
て
改
め
て
職
員
で
共

有
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

□
退
職
〈
二
月
二
十
八
日
付
〉

　

竹
内　

綾
子

　
　

沼
田
支
所
融
資
経
済
課
長

　

塚
田　
　

伸

　
　

共
済
事
業
部
共
済
課
共
済
係

□
異
動
〈
三
月
一
日
付
〉

　

今
井　

信
一

営
農
対
策
室
長
兼
同
室
営
農
対
策

課
長
兼
沼
田
支
所
融
資
経
済
課
長

（
営
農
対
策
室
長
兼
同
室
営
農
対

策
課
長
）

□
採
用
　
準
職
員
〈
三
月
一
日
付
〉

　

谷
口
亜
由
美

　
　

沼
田
支
所
貯
金
共
済
課
貯
金
係

□
退
職
〈
三
月
十
二
日
付
〉

　

花
城　
　

光

生
産
資
材
事
業
部
生
産
資
材
課
生

産
資
材
係

女
性
部
秩
父
別
支
部

エ
ル
ダ
ー 

部
員
研
修

職
員
向
け
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

グループワークで職員同士で意見交流を行いました
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ＪＡグループ通信
　JAグループ北海道は、他に本業を持つ人や主婦、学生などが気軽に農業に参加できる機会を創出することを目指した取
り組み「パラレルノーカー」を、春からの農業繁忙期に向けて、本格始動いたします。本格始動に際し、北海道出身で「モー
ニング娘。OG」藤本美貴さんを起用したTVCM「パラレルノーカーはじまっています篇」を北海道限定でオンエアしております。
東京でタレント活動を行いながら、3 児の母親でもある藤本美貴さんが、広大な北海道の土地でパラレルノーカーとして農業
体験を行う様子を収めた CMとなっております。また、TVCMソングには、北海道出身の人気ロックバンド「GLAY」の「は
じまりのうた」を起用しております。なお、TVCM は
JA 北海道中央会の公式 YouTube チャンネルでも公
開しておりますので、是非ご覧ください。

JA北海道中央会

JA北海道信連 JA共済連北海道

ホクレン JA北海道厚生連

　令和 3 年 1 月から、HBCラジオとタイアップして、
「野菜が出来るまでの手間ひまと収穫の楽しみ」を
自宅で子どもと一緒に体験する『おウチで野菜栽培
チャレンジ！』を始めました。参加者に事前に送付し
た栽培体験キットを使って、ガーデンレタスやラディッ
シュの栽培を体験してもらっています。ラジオ番組内
に 3 月までオリジナル
コーナーを設ける等、
生育状況の紹介や JA
青年部からのアドバイス
も行っています。

　JA共済では、『「こども共済」資料請求キャンペーン』
を実施しております。JA共済ホームページから「こども共
済」の資料をご請求いただいた方に、『JA共済オリジナ
ル アンパンマンお食事エプロン』をプレゼントしております。
キャンペーンは令和3年3月26日（金）までで、先着60,000
名様限定となっております。この機会にJA共済のホーム
ページにアクセスいただけま
すようお待ちしております！
JA共済ホームページアドレス
https://www.
 　　　  ja-kyosai.or.jp/

　ホクレンは、農薬散布用ドローンの導入を検討す
る際に役立つ基礎的な情報をまとめたリーフレットを
作成しました。主な機種の仕様や特徴、空中散布
の流れ、法令・ルールなどをコン
パクトにまとめています。水稲・畑
作地帯の会員JAを中心に配布し
たほか、「ホクレンインフォメーション」

（https://hokuren-news.jp/）
サイトの関連記事中から
PDFファイルをダウンロー
ドすることもできます。

　JAグループ北海道の連合会の
活動内容を紹介します。各団体
の詳しい取り組み内容はWEBサイ
トをご覧ください。

　本会では、組合員ならびに地域住民の皆様へ
の情報発信の場として、公式 Twitter の開設、運
用を行っております。今月は特別養護老人ホームと
ころで行われた節分行事の様子と、本会広報誌「す
まいる」第 73 号発行に関しての情報をご案内いた
しました。
　今後とも皆様へ有益な情報を発信できるよう努
めてまいりますの
で、下記 QR コー
ドより当アカウン
トのフォロー登録
を宜しくお願いい
たします。

◯パラレルノーカー特設WEBサイト
https://ja-dosanko.jp/parallelnoker/
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令和3年3月

　お客さま 各位

北いぶき農業協同組合

各種取扱手数料の新設のお知らせ

　平素より、JAバンクをご利用いただき誠にありがとうございます。
　このたび、下記のとおり貯金窓口における各種取扱手数料の新設をさせていただくことになりま
したので、お知らせいたします。
　今後も、お客さまにご満足いただけるよう、より一層のサービス ・ 利便性の向上に努めてまいり
ますので、何卒ご理解を賜りますようお願い甲し上げます。

１．適用開始日　　令和3年4月1日（木） より
２．新設する取扱手数料の内容

（1）窓口両替手数料（1回につき）

両 替 枚 数 料　　金
1〜100枚 無　　料
101〜500枚 330円
501〜1,000枚 660円
1,001〜1,500枚 990円
1,501〜2,000枚 1,320円
2,001枚以上、500枚毎に330円が加算されます。

（2）大量硬貨整理（入金）手数料 (1回につき）

精 算 枚 数 料　　金
1〜500枚 無　　料
501〜1,000枚 330円
1,001〜2,000枚 550円
2,001枚以上、500枚毎に330円が加算されます。

（消費税込）

（消費税込）

注）両替前の枚数と両替後の枚数のどちらか多い方の枚数にてカウントいたします。

（3）金種指定（支払）手数料 (1回につき）

金 種 指 定 支 払 料　　金
1〜500枚 無　　料
501〜1,000枚 660円
1,001〜1,500枚 990円
1,501〜2,000枚 1,320円
2,001枚以上、500枚毎に330円が加算されます。

（消費税込）

（※）以下の場合は、従来どおり無料とさせていただきます。
①同一金種の新券への両替　②汚損した現金の交換　③記念硬貨との交換

JAバンク
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区　　分 曜　　日 営業時間（4 月〜） 摘　要

事 務 所
秩父別営農販売事務所
（融資経済課窓口含む）

平日 8：30 〜 17：15 日曜・祝日は休業致します。

土曜
4月〜8月 休業 4月から8月まで土曜を休業致し

ます。

9月〜10月 8：30〜11：45 第2・第4土曜は休業致します。

生 産 資 材 店 舗
農 機 車 輌 店 舗

平日 8：30 〜 17：00

秋の繁忙期間については、事前に
FAX等にてお知らせ致します。土曜 8：30 〜 11：45

日曜・祝日 休　　業

貯 金 共 済 窓 口 平日 9：00 〜 16：30 土曜・日曜は休業致します。

貯 金 A T M

平日 9：00 〜 18：00

土曜 9：00 〜 17：00

日曜 9：00 〜 17：00 本所（秩父別）のみの営業となり
ます。

祝日 休　　業 土曜・日曜と重複する場合も全店
舗休業致します。

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

妹　背　牛
沼　　　田

平日・土曜 7：30 〜 19：00
春・秋の繁忙期間については、事
前にFAX等にてお知らせ致します。
※祝日と日曜が重複する場合も休

業致します。

祝日 8：00 〜 18：00

日曜 休　　業

秩　父　別 平日・土日・祝日 7：30 〜 19：00

㈱まちづくりぬまた
物産サービスセンター

平日 8：30 〜 17：30

土日・祝日 8：30 〜 17：00

ダ・マルシェ　沼田店 平日・土日・祝日 9：00 〜 19：00

㈱ ホ ク レ ン 商 事
エーコープ秩父別店

平日・土日・祝日 10：00 〜 19：00 ※毎月 1 日・15 日は 9：00 〜
19：00 営業です。

～営業時間の変更のお知らせ～
令和3年4月1日からの営業時間について、下記の通りお知らせ致します。
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30

令
和
3年
3
月
25
日

発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/

1月14日、第2回役員報酬審議会が開催され、
南委員長より答申書が手渡されました

JA北いぶき職員らは
地元飲食店の応援を目的として、

1月に2回、昼食時に全職員165人分の
弁当を発注する取り組みを

実施しました

昨年12月16日に
JA北いぶき職員組合主催の
職員向け「協同組合を学ぶ」
研修会が開催されました

今回のJA北いぶき
青年部によるスノーメッセージは

新役員を中心に最低限の
盟友の皆さんで作成しました

2月10日、
女性部秩父別支部
フレッシュミズ
全体集会を
開催しました

2月3日、
第4回女性部

秩父別支部エルダー
通常総会を
開催しました
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